
学習活動
指導上の留意点
準備・その他

　　　　　授業３回分　　時間１８０分　　　　　学んだ事を活かして海の向こうのお友達と交流してみよう。　　　　　　　　　　　　　

ｎ


班分け。小人数の班にそれぞれ分かれ，班の代表者を決める。

それぞれの班で、テレビ交流する時に発表する内容を話し合う。

内容に合わせて、担当者を決める。

ネットで必要な情報を収集する。

集めた情報を持ち合って、検討し、まとめる。

発表する原稿や、必要な図・グラフなどの作成。

出来あがったものをホームページに書き込む。

本時学習のめあてをつかむ。

相手校の生徒と向き合い、挨拶をして、軽く各自の班紹介をお互いする。

集めた情報を元に、調べた事をお互い発表し合う。

簡単な質問時間を設ける。

意見や、反省などを一言。

お礼の言葉
英語で交流する為、なるべく難しくないものが好ましい。互いに興味がもてるものであるほうが、話が盛り上がる。

ネットで、相手校の情報を少しでも調べておくべき。

英語で話せる内容にまとめる。

見やすく、きれいに作成する。

自分の得た情報で交流を身近に体験し、その大切さと楽しさを理解する。

お互い外国語で話す為、少々戸惑うが、司会者を決めて進行する。

時間のコントロールをしっかりと把握し、無駄にしない。

失礼のないように、事前に相手の国の文化を調べておく必要がある。

今後も連絡しあえるよう、ｅ‐mailアドレスなどを交換するのも良い。


班に一台づつのパソコン

辞書

写真・図・グラフ等

ホームページの作成

カメラ

マイク

クラスのｅ‐mailアドレスを準備しておく

ホームページなどで、もう一度感想やお礼を載せておく。

